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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標
■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）

《2050年の横浜の将来像》

〜2050年までに温室効果ガス排出実質ゼロを達成し、持続可能な⼤都市を実現する〜

《目指すまちの姿》
•脱炭素が暮らしや地域に浸透しているまち
•脱炭素を原動⼒として市内経済が循環し、持続可能な発展を続けるまち
•脱炭素と、気候変動の影響に対応しているまち

地球温暖化対策の推進に関する法律第21条第３項の温室効果ガスの排出の量の削減等を行うた
めの施策に関する事項を定める計画「地方公共団体実行計画（区域施策編）」及び気候変動適応法
第12条の「地域気候変動適応計画」であり、脱炭素条例第７条に基づく「脱炭素社会の形成の推進
に関する基本的な計画」

地球温暖化対策実行計画とは①

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/jikkou/keikaku/plan.html
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

目標年度（目標年） 基準年度
【温室効果ガス排出量】

温室効果ガス排出削減目標
【温室効果ガス排出目標量】

2030年度 2013年度
【2,159万t-CO2】

▲50％
【1,079万t-CO2】

2050年 ー 温室効果ガス排出実質ゼロ

《温室効果ガス削減目標》

 
《計画期間》

地球温暖化対策実行計画とは②

（※改定前計画は2030年度に2013年度比▲30%）

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

《基本方針》
2030年をターゲットとし、脱炭素や気候変動への適応など、幅広い分野の対策をとりまとめた方針

《重点取組》
基本方針に紐づく対策の中で、特に、2030年度50％削減に向けて、市内経済の循環・持続可能な発展や市民・

事業者の行動変容に資する取組を抜き出して再構築したもの

基本方針と重点取組

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

地球温暖化対策を経済成⻑の制約やコストと考える時代は終わり、2050 年までの脱炭素化の実
現や2030(令和12)年度の温室効果ガス削減⽬標の達成に向けた取組を経済の成⻑機会と
捉え、排出削減と産業競争⼒の向上の実現に資する経済社会システム全体の変⾰を⾏うGX（グ
リーントランスフォーメーション）の考え⽅が重要となります。
地球温暖化対策を市内経済の循環・持続可能な発展につなげるため、横浜のポテンシャルを⽣か

しながら、脱炭素を原動⼒とした環境と経済の好循環の創出を進めます。

対策

1. 国や産業界と連携した横浜臨海部における脱炭素イノベーションの創出・カーボン
ニュートラルポートの形成

2. 中小企業の脱炭素経営への移行に向けた支援の充実
3. 脱炭素ライフスタイルの実践と、環境と経済の好循環・企業活動の持続的な成長を目

指すサーキュラーエコノミーの構築
4. 脱炭素に関する企業の誘致・集積の強化
5. スマート農業などによる先進的かつ持続可能な都市農業の推進

《基本方針１》環境と経済の好循環の創出

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

都⼼部や郊外部において、様々な関係者が⾃然的・社会的な地域特性を踏まえた将来像を構築・共
有し、再エネ導⼊などによる地域課題の解決を図りながら、脱炭素化と⼀体となったまちづくりを

進めるとともに、国際園芸博覧会を契機とした新たな持続可能な都市モデルの創出に向けた取組
を進めます。
また、市⺠・事業者・市が協議し、鉄道やバス等、公共交通機関の利⽤促進、⾃転⾞活⽤の推進、モ

ビリティマネジメント21の取組等を進め、過度にマイカーに依存しないライフスタイルへの転換を
⽬指します。

対策

1. 「みなとみらい21地区」脱炭素先行地域の取組推進
2. 国際園芸博覧会における持続可能な都市モデルの創出、そのレガシーを生かした上瀬谷の

まちづくりの推進
3. モデル地区の創出などの地域における脱炭素化とまちづくりの一体的な推進
4. 米軍施設の返還など、⼤規模土地利用転換に伴う脱炭素なまちづくりの推進
5. 道路・鉄道ネットワークの整備、公共交通の利用促進・低炭素化
6. シェアサイクルなど自転車利用の促進
7. 地域交通の維持・低炭素化

《基本方針２》脱炭素と一体となったまちづくりの推進

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

エネルギー消費量を削減するため、2030（令和12）年度の新築住宅のZEH 基準への適合義
務化などを⾒据えた住宅の断熱性能の向上や⾼効率機器・省エネ効果の⾼い家電の導⼊、次世
代⾃動⾞等の普及拡⼤、EV 充電器・⽔素ステーション等のインフラ設備の設置等を推進します。
また、⼤都市の特性に合わせた再エネの地産地消の推進や再エネ100％電気への切替え、再エネ
ポテンシャルの豊富な地域との広域連携を進め、再エネの普及・拡⼤を⽬指します。

対策

1. 省エネ性能のより高い住宅・建築物の普及促進
2. 次世代自動車などの普及及びインフラ整備
3. 計画書制度などを活用した⼤規模排出事業者の脱炭素化促進
4. エネルギーマネジメント・自立分散型ネットワーク構築の推進
5. 再エネ電気への切替え促進
6. 太陽光発電などの再エネの地産地消の推進
7. 再エネに関する広域連携の推進

《基本方針３》徹底した省エネの推進・再エネの普及・拡大

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

出典：横浜市の温暖化対策/SDGs未来都市 〜持続可能な都市を目指して〜
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/ra/tool.html

重点取組① 臨海部脱炭素イノベーションの創出
横浜臨海部におけるイノベーションの推進

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

重点取組① 臨海部脱炭素イノベーションの創出
カーボンニュートラルポート形成（CNP）の取組

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

重点取組① 臨海部脱炭素イノベーションの創出
水素サプライチェーンの構築に向けて

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

重点取組① 臨海部脱炭素イノベーションの創出
鶴見区末広地区を脱炭素のモデル地区に

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

重点取組② 脱炭素経営支援の充実
市内中小企業向け脱炭素ガイドライン

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

横浜市SDGs認証制度 “Y-SDGs”（略）

重点取組② 脱炭素経営支援の充実
「ヨコハマSDGsデザインセンター」

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

郊外部における脱炭素化都市モデル（略）

重点取組③ 脱炭素に対応したまちづくり
国際園芸博覧会における持続的な都市モデルの創出

■横浜市地球温暖化対策実行計画の改定（2023年1月27日発表）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

※停泊中の外航船舶からの排出量19.0万トンを含む。

2019年度
（令和元年度）

臨海部 横浜市域 臨海部
/市域排出量 構成比 排出量 構成比

エネルギー転換部門 385.0 51.9% 385.5 21.9% 99.9%

産業部門 139.0 18.7% 181.5 10.4% 76.6%

業務部門 83.1 11.2% 336.4 19.2% 24.7%

運輸部門※ 90.5 12.2% 375.0 21.3% 24.1%

廃棄物部門 35.9 4.8% 48.2 2.7% 74.5%

家庭部門 8.7 1.2% 431.1 24.5% 2.0%

合 計 742.3 100.0% 1,757.7 100.0% 42.2%

・横浜市臨海部から排出される二酸化炭素排出量

2013年度
（平成25年度）

臨海部 横浜市域 臨海部
/市域排出量 構成比 排出量 構成比

エネルギー転換部門 450.4 49.5% 450.7 21.0% 99.9%

産業部門 185.7 20.4% 245.1 11.4% 75.8%

業務部門 121.7 13.4% 486.7 22.7% 25.0%

運輸部門※ 101.3 11.2% 408.2 19.0% 24.8%

廃棄物部門 40.0 4.4% 52.5 2.5% 76.2%

家庭部門 10.1 1.1% 500.9 23.4% 2.0%

合 計 909.3 100.0% 2,144.2 100.0% 42.4%

※停泊中の外航船舶からの排出量18.7万トンを含む。

家庭部門
2.0%

業務部門
25.0%75.8%

産業部門

エネルギー
転換部門

99.9%

運輸部門※

24.8％

廃棄物部門
76.2% 2.5%

23.4%

22.7%

11.4%

19.0%

21.0%

家庭部門
2.0%

業務部門
24.7%76.6%

産業部門

エネルギー
転換部門

99.9%

運輸部門※

24.1％

廃棄物部門
74.5% 2.7%

24.5%

19.2%
10.4%

21.3%

21.9%

■実行計画の改定を踏まえた横浜市臨海部のCO2削減目標の設定

2013年度

2019年度（単位：万トン-CO2 ）

（単位：万トン-CO2 ）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標
■実行計画の改定を踏まえた横浜市臨海部のCO2削減目標の設定

・横浜市臨海部から排出されるCO2排出量は横浜市域全体の約４割に当たります。
・横浜市臨海部から排出される部門毎のCO2排出量に、
実行計画で定めた削減率を乗じることで目標を設定します。

2030年度 横浜市域から排出される
温室効果ガス排出量の部門別削減率(目安)   （単位：万トン-CO2）
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１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

②2030年度 横浜市域から排出される
温室効果ガス排出量の部門別削減率

（単位：万トン-CO2）

①横浜市臨海部から
排出されるCO2排出量

（単位：万トン-CO2）

部門 2013年度
排出量

家庭部門 10
業務部門 122
産業部門 186
エネ転部門 450
運輸部門 102
廃棄物部門 40
合計 909

部門 2030年度
排出量

2013年比
削減率

家庭部門 5 ▲55%
業務部門 41 ▲66%
産業部門 87 ▲53%
エネ転部門 252 ▲44%
運輸部門 69 ▲32%
廃棄物部門 26 ▲36%

合計 480 ▲47%

③横浜市臨海部から排出される
2030年度のCO2削減目標

（単位：万トン-CO2）

① ③

・①×（1-②)＝③（例：産業部門は、186×（１－０．53）＝87万トン）の計算により、横浜市臨海部からの部門毎の
2030年度CO2排出量の目標値を算定。
・これより、⑥横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標は、（⑤-④）÷④により「▲47%」となります。

・横浜市臨海部の2030年度CO2排出量は、2013年度比４７％削減を目標と
して進めていきたいと考えています。

④ ⑤
⑥

■実行計画の改定を踏まえた横浜市臨海部のCO2削減目標の設定

②
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２．水素等次世代エネルギーの
輸入・供給大規模拠点の形成に向けて

■川崎市と横浜市の連携強化

発電所での大量需要

工場での大量需要

港湾設備の需要

民生利用 水素パイプライン（延伸）

水素パイプライン（既設）

船舶燃料の需要海外水素等運搬船
海外水素等運搬船

海外水素等運搬船

工場での大量需要

海外水素等受入基地

海外水素等受入基地

海外水素等受入基地

左：山中横浜市長、右：福田川崎市長

川崎市と横浜市は、地域経済の中核を担う臨海部
においてカーボンニュートラル化を実現しつつ、産
業競争力を維持・強化していくため、水素等の次世
代エネルギーの利活用拡大に向けた連携協定を締
結（2022年7月26日）
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２．水素等次世代エネルギーの
輸入・供給大規模拠点の形成に向けて

■横浜市として注視する国の動向

経済産業省：水素政策小委員会・アンモニア等脱炭素燃料政策小委員会合同会議

①安全性 ②安定供給 ③環境性
④経済性 ⑤事業実現の可能性
⑥経済・産業への波及効果

＜今後10年間程度で整備する拠点数＞
大規模拠点：大都市圏を中心に３か所程度
中規模拠点：地域に分散して５か所程度

内閣官房：GX実行会議

水素・アンモニア供給インフラ整備への集中的な先行投資

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ支援制度における評価項目（案）先行モデル地域を戦略的に創出

2022.11.29 第４回GX実行会議資料より

１５０兆円超の
ＧＸ投資の実現

成長志向型カーボンプライシング
・GXに取り組む期間を設けた上で導入
・最初は低い負担で導入し、徐々に引き上げ
・その方針を予め示すことで、GX投資を前倒し
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1月4日に水素・アンモニア合同小員会の中間整理が発表された。本市としては引き続き議論を注
視しながら自治体としての取組を進めたい。

本日ご参加の企業様・川
崎市様との連携を通じて
川崎・横浜臨海部としての
選定に貢献したい

・中間整理P.112

２．水素等次世代エネルギーの
輸入・供給大規模拠点の形成に向けて
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・中間整理P.119 水素等次世代エネルギーの輸入・供給拠点の
検討は横浜港港湾計画との関係が強くなるた
め、本市は横浜港の港湾管理者として、川崎・
横浜臨海部の事業者の皆様や国土交通省様と
の円滑な調整に努めたい。

２．水素等次世代エネルギーの
輸入・供給大規模拠点の形成に向けて
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・中間整理P.129 拠点形成時に考慮するべき項目として「地
域への影響」が掲げられていることから、
今後地域経済への貢献という観点からも
取り組んでいきたい。

２．水素等次世代エネルギーの
輸入・供給大規模拠点の形成に向けて
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・中間整理P.131
拠点形成における潜在ステークホルダーとして「地
方自治体」が挙げられている。中小企業も含めた需
要創出やまちづくりの視点、いかに市民に受けい
れてもらうかという視点で取組を進めていきたい。

２．水素等次世代エネルギーの
輸入・供給大規模拠点の形成に向けて
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目次

１．横浜市臨海部の2030年度CO2削減目標

２．水素等次世代エネルギーの輸入・供給大規模拠点の形成に向けて

３．令和５年度横浜市港湾局予算案



予算編成の基本的な考え方
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３．令和５年度横浜市港湾局予算案

2月２日に令和5年度の横浜市港湾局等の予算案を公表しましたので、
本協議会に関係する箇所について紹介します。

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/kowan/2022/r5yosangaiyou.html

① 国際競争力のある港

② 観光と賑わいの港

③ 安全・安心で環境にやさしい港

上記３つの柱とし、横浜経済の活性化と
市民生活を豊かにする総合港湾づくりを
目指します。
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（１）国際競争力のある港

３．令和５年度横浜市港湾局予算案

①コンテナ取扱機能強化

・新本牧ふ頭の整備

・南本牧ふ頭コンテナターミナル等の整備

・本牧ふ頭の再編強化

（Ｄ５コンテナターミナルの再整備）

②自動車貨物取扱機能強化

③港湾のデジタル化の推進

【本牧ふ頭に入港する超大型船】

【新本牧ふ頭整備イメージ模型】
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３．令和５年度横浜市港湾局予算案
（２）観光と賑わいの港

【臨港パーク整備イメージ図】

【横浜港で発着を行うクルーズ船】

①感染症対策を徹底したクルーズ船の
受入れと市内観光の促進

・客船ターミナルの運営等

・客船機構促進事業

②賑わいのある港

・臨港パーク先端部等の整備

・水辺からの眺望を楽しみながら
移動できる水上交通の充実

・賑わい施設等の改修
（帆船日本丸の修繕）

③山下ふ頭の再開発
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３．令和５年度横浜市港湾局予算案
（３）安全・安心で環境にやさしい港

【生物共生型護岸のイメージ】

【臨海部における水素等サプライチェーン
構築イメージ】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①カーボンニュートラルポートの形成

・臨海部の脱炭素化に向けた取組等

・埠頭における脱炭素化の推進

・豊かな海づくり

②安全で安心な港づくり

・耐震強化岸壁等の整備

・海岸保全施設の整備

・港湾施設等の維持保全

・保安対策（特定外来生物・SOLAS対策）

・働きやすい港湾の環境整備
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３．令和５年度横浜市港湾局予算案
■横浜市港湾局 主要事業 計画位置図
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３．令和５年度横浜市港湾局予算案

○横浜港カーボンニュートラルポート臨海部事業所協議会における
取組推進

○水素等次世代エネルギーの輸入・供給大規模拠点の形成に向けた、
川崎市や関係団体、民間事業者等との調整

○水素供給パイプライン等インフラ整備に関する計画の検討

○カーボンニュートラルポート形成計画の策定に向けた検討

■カーボンニュートラルポートの形成

①臨海部の脱炭素化に向けた取組等

発電所での大量需要

工場での大量需要

港湾設備の需要

民生利用 水素パイプライン（延伸）

水素パイプライン（既設）

船舶燃料の需要海外水素等運搬船
海外水素等運搬船 海外水素等運搬船

工場での大量需要

海外水素等受入基地

海外水素等受入基地

海外水素等受入基地
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３．令和５年度横浜市港湾局予算案

＜陸上電力供給設備の整備＞

○2023年度は、全国に先駆け、本牧ふ頭のＡ４公共岸壁に
おいて、内航貨物船を対象として、停泊中に必要な電力
を供給する陸上電力供給設備の整備を予定

＜民間事業者等による脱炭素化に向けた取組＞

○再生可能エネルギー由来の電力を使ったターミナル運営

○全電気推進タグボートの運航やアンモニア燃料タグボー
トの実証運航

○将来の水素燃料電池方式へ換装可能な荷役機械（ＲＴＧ）
の導入

○環境配慮船へのインセンティブ制度の実施

【アンモニア燃料タグボート(イメージ)】
日本郵船株式会社 提供

【全電気推進タグボート】
東京汽船株式会社 提供

【ハンブルク港におけるクルーズ船への
陸上電力供給の様子】

■カーボンニュートラルポートの形成

②埠頭における脱炭素化の推進
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３．令和５年度横浜市港湾局予算案
■カーボンニュートラルポートの形成

③豊かな海づくり

○生物共生型護岸の整備（新本牧ふ頭整備）

○藻場・浅場の形成等

○プラスチックなどの海底ごみの回収、沈廃船・放置船の撤去、
海の環境改善活動の支援等

○市民に開かれた漁港の改修

【生物共生型護岸のイメージ】 【藻場・浅場の形成イメージ】 【漁港の賑わい施設のイメージ】
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